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論文内 容の要 1::. Eヨ
馨
銀座は，慶長 6 年(1601)以来御用達町人の一回に対して特許されていた江戸幕府の銀貨鋳造役所













て用いられたのであった。なお金 1 両=銀50匁の相場ならば， 10貫目箱は金 200両に相当していた。
しかるに， 17世紀のなかば頃から，わが国銀産出の減退するにつれて，銀座は漸次自家営業の利益





正徳 4 年(1714) 新井白石の建議による銀座人粛正と，それに続く幕府貨幣政策の転換すなわち正
徳・享保期新銀の鋳造に伴う吹高減少によって，銀座人は再び窮迫した。けだし，前代に最も多く鋳
造され，世上に流通していた四ツ宝銀は，その品位20%であって，慶長の昔に復した正徳・享保銀の


















であって，当時の御勝手掛老 rt-I は，松平定信の違法をったえている松平信I~j であった。とにかく，こ
の改正によって座人数は改正前の51人から 15人に械ぜられ，江戸の銀吹所大黒長左衛門は追放となっ















なかった。安政 6 年(1859) 8 月ごろから激しくなった金貨濫出の史実は，すでに国民常識となって
いるが，当時における日本の金銀比価については，史家によって，その計算がまちまちである。しか
44 し，天保小判一枚の規定の量目は 3.0匁，規定の品位は 56.77% (汗1ニ0.5677) であった。 これに
対して，天保一分銀一枚の目方は 2.3匁であり， しかもその品位は花降銀(上銀の最上なるもの)で
あったから，小判の差銀と全く同じものであった口いま当時の日本の金銀比価を z で表わすと，
3.0匁 XO.5677十 3.0匁 XO.4323x x 1 
2.3匁 X4 ー占 "'" -4.63 
となり，金 1 匁が銀4.63匁と同価値であったことがわかる。
なお開港後，洋銀に対して両替さるべき日本の一分銀鋳造能力を増大せしめようとする英国その他
からの要請により， 幕府は慶応 2 年(1866) の改税約書において， 1金銀吹立所を盛大にせん事」






















く，慶長 6 年 5 月，徳川家康により御用達町人として取り立てられた町人のー固によって組織されて





















な目的のために設けたものであったJ (61--2 ページ)と説いている D
(2) 第 2 章では，まず，銀吹所の大黒常是が家康から銀吹役・銀改役の特権が与えられたのは，従




・ 1火立て(湯入・極印打ち・丁銀鈍し)・札吹き・仕上げの 4 つの工程にわかち，解題を加えている。
なかでも，取組みに関し，灰吹銀のなかに合まれている正銀，すなわち上銀を求めるときの方程式を
だし， 1定法1 ・1J (109ページ)という数値を取り出し，その後も，改鋳のさいの純分率を算出する
:l;&j合に活用されていることは注目に値する。
さらに，丁銀・小玉銀の包封(包方)に関し，いわゆる「常是包み」には500目を単位とした 1500 目




















代の金銀流通史を論ずることは筋ちがいであろう J (1 70ページ)という鋭い見解を示されている。こ













るとき， 他方では， 三井や鴻池のごとき新興町人は， 商品貨幣経済の発展に際し， その機構のなか
から，自力を以て着実に成長しつつあったJ (219ページ)点に筆者は着目している。


















いても， r銀座占:留」を典拠に表示し (290ページ)，それは元禄jþJ以降の改鋳の [IJ で最高を記録した
ことを IYj らかにしている。
さらに， I別手IJ ・安永の幣制改革に立ち入り， まず創鋳された明和 5 匁銀の子本となったものは，
「佐波主~nJ~lU であるとなし，それは「金泣いの江戸においても通用しうる ;íJIUi として考案され」た
ものであるが， 1"田舎筋にあっては，銭の代りとして用いられJ，さらに「小判一両に対する小額貨幣
































えについても詳しく取り扱い，さらに年平均 4 ， 50万両に達する改鋳益金が幕府財政の収文を均衡さ
せた点にも触れている。
つぎに，天保却jの改鋳の性格，改鋳の経過，巨額の改鋳益金(年間85)]"]両)などについても述べ，











日本幣制の混乱が， ここに始まったと思われる J (435ページ)事態が発生したことを問題としてい
る。結局，当局(下回奉行)はハリスの主張に屈服し，量目替方式への譲歩を余儀なくされたのであ
った。
当時，欧米では，再鋳造費用が金銀吹立高の 1 巧であったのに対して， 日本側では25箔を要すると
主張するなど(事実は天保期で1.6%ないし2.5労) ，不手際もあり，ハリスをして， r 日本の造幣局が
一種の恩給施設 a sort of pension establishment である J (439ページ)と判断されるような結果を
招いたのであった。
その後，安政 4 年に「下回条約」が締結され，ついで翌 5 年 1 月には， r 日米修好通商条約」が調













慶応 2 年の「改税約書」の第 6 条では， 英・仏・米・蘭の 4 か国に対し， 英国側(大使はパーク
ス)の意図していた自由造幣局の設立を約束し， r 日本通用の貨幣を不足なき様にし，交易を便利に




















古金銀のうち，とくに銀引替の不振に鑑み，文政 7 年 2 月 14 日，大坂において新たに鴻池善右衛門ら
の両替屋15軒を召出し，強制的に引替取扱所を命じた。ついで同年 3 月，古金銀の通用は， 8 年 2 月
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迄とする旨を布告すると共に，この年間 8 月，古金銀引替に付諸入用として，金は 500両，銀は 10貫







「諸入用百日ニ付四分 (0.4%) 被下銀」があり，二朱判(銀)の場合には， r諸入用壱両(銀60匁)
















長 6 年の創設から明治 5 年の廃止に至るまでの銀座の営業史を組織，経営にわたり，幕府の貨幣政策
との関連において精密に記述され，従来知られていた「銀座年寄由緒書J I貨幣秘録J r五十職秘鑑」
などの外に， I大黒常是御用留便覧J I銀座書留J r銀座掛御用留J (以上国会図書館) r末吉文書J (東
大史料編纂所) r湯浅家文書J(神戸大学図書館) r長谷川文書J (東京遠藤春雄氏) r諸国灰吹銀寄J(特
許庁)など多数の根本史料を発掘して活用，前人未踏の境地を開かれたものといってよい。これらの
根本史料の内容は難解なる特殊用語と数量的記事が多く，その上貨幣そのものが複雑で，また鋳造技
術と工程が難解であるから，それを正しく理解し，数量的に正確に実証することは容易ではない。し
かるに筆者は丹念に追求して，この基礎作業をみごとになしとげている。近年における斯学の一大収
穫といっても過言ではあるまい。審査の結論として本論文が経済学博士の学位を授与するに卜分な価
値をもつものであることを判定する。
- 9 ー
